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労働組合は健全な組織の
カウンター・パートナー

自治労県職労は働きがいの持てる職場環境と公正労働を確立します

組合がなければ県庁改革は進まない！賃金・労働条件は守れない！自治労県職労に加入を！
労働組合は未来を切り開く！
私たち自治労県職労は、賃金・労働条件の改善とともに、「仕事のやりがい」も重要な課題のひとつであると位置づけています。

県民に感謝される仕事ができることは、職員にとって大変充実した人生を送れることになります。

私たち自治労県職労は、「仕事のやりがい」を常に求めるからこそ、常に県庁を変革し、未来を切り開いていきます。

組合がなければ、県庁改革は進まない
現在当局が「県庁改革」と称して行っているのは、単なる人員削減と機関の縮小、人事制度改革等の県民サービスに関係ない内部管理の拡大です。一方で、前例踏襲的な仕事の見直しには極めて消極的です。

自治労県職労は、内部管理事務の削減のために、これまでも、予算権限の部局への委譲や本庁所属の「小分け化」、人事制度の見直し等を提言し、不十分な点も多々ありますが、実現させてきました。

職員組合だからこそ、本当に「ムダ」なところがわかるし、改善のための方策を提示できるのです。
組合がなければ賃金・労働条件は守れない

昨年、当局は、「緊急財政対策の一環」で「給与の4％、2年間削減」「現給保障の廃止」「持家手当の廃止」を提案しました。また、国に準拠した「退職手当の大幅削減」の厳しい提案も行いました。

労使交渉の結果、「現給保障の廃止」については、給与削減が行われる2013・2014年度の2年間は見送り、「持家手当の廃止」については、経過措置を設けさせることができました。また、退職手当の見直しについては、支給水準引下げの経過措置を工夫させるといった成果をあげることができました。

　しかし、現在の「財政難」の原因は、特殊要因ではなく、制度的な欠陥であり、国と地方の税配分を抜本的に改善しなければ解決しない問題です。

もし、労働組合がなければ、当局は厄介な制度改善に取り組むよりも、安易に県民や職員へのしわ寄せに走るかもしれません。
　それを抑止するのが労働組合の存在です。
自治労県職労は、臨任・非常勤職員を守ります
　自治労県職労は、常勤職員だけでなく臨時的任用職員、非常勤職員のみなさんも加入しています。

　毎年、自治労県職労の要求として、臨任・非常勤職員の雇用、賃金労働条件の改善に向けた取組みを行い、休暇制度の改善や健康診断の充実といった成果をあげています。

自治労県職労は公契約条例制定をめざします
　県では、指定管理をはじめ、委託・入札によって多くの民間企業の労働者が働いていますが、「安さ」のみを追求した結果、指定管理では年収が100万円～150万円ダウンした事業所や委託では、最低賃金ギリギリの単価での雇用が横行しています。

　県が低賃金・劣悪な労働条件の温床となっている事態を改善するために、自治労県職労は「公契約条例」（県が結ぶ委託等の契約条件の中に、委託先労働者の雇用の安定や適正な労働条件の確保、障害者雇用や環境への配慮等の政策課題を盛り込む）の制定に向けて、取組みを進めています。

☆自治労県職労への加入を呼びかけます☆
県庁だけでなく、どんな組織にも、対峙する批判（するだけでなく解決策を提示する）勢力がなければ健全な組織とは言えません。

　私たち自治労県職労は「仕事にゆとりとやりがいを！県庁に市民社会の風を！」をスローガンに、提案型の労働運動を志向しています。
働きがいのある県職場とするため、いきいきと働き、健康な生活を送るために、新採用職員のみなさん、組合に未加入のみなさん、自治労県職労へ加入されるよう呼びかけます。
働く者の助け合い～福祉事業も活用ください
　自治労県職労に加入いただいたみなさんには、右記の自治労団体生命共済・自動車共済、グループ保険等をご利用いただけるだけでなく、結婚をはじめとした慶弔金や勤続15、25年表彰にともなう自治労県職労独自のリフレッシュ休暇取得奨励金（2、3万円）、出産給付金（1万円）の給付対象となります。また、個人で加入された民間保険の団体扱（通常年間1ヵ月分程度割安）の取り扱いもしております。各種保険につきましては、ご希望いただければ、必要なパンフレット等をお届けします。

組合費は
　組合費は、給料月額×1.2％＋300円（共済基本型掛金）で上限額3,400円です。臨任・非常勤職員は、500円＋300円（共済基本型掛金）です。

◎加入方法等のお問合せはお気軽に、事務局まで
グループ保険のご案内
グループ保険
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）

・保障内容⇒万一の不幸（死亡・高度障害）があった場合、一時金と遺族年金を支給。

・保障金額（本人）⇒死亡・高度障害：150万円～約2,510万円（遺族年金を含む）

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒105円～22,500円（65歳以下）
医療保障保険
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）
・保障内容⇒病気・ケガによる1泊2日以上の入院に対し、入院給付金を支給。

・保障金額（本人）⇒入院日額2,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒483円～7,117円（69歳以下）
医療保障オプション
（加入対象：組合員本人・配偶者・親）
・保障内容⇒医療保障保険に上乗せして加入することで、入院・手術・介護保険金を給付。

・保障金額（本人）⇒入院日額3,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒310円～3,100円（基本／65歳以下）
三大疾病保険
（加入対象：組合員本人・配偶者）
・保障内容⇒がん、急性心筋梗塞、脳卒中で所定の状態になった場合等、一時金を給付。

・保障金額（本人）⇒保険金額100万円～500万円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒175円～16,175円（65歳以下）

※詳細については事務局までお問合せください。

自治労団体生命のご案内

（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）
☆加入時期：新規加入者は随時

☆共済期間：加入時～2011年9月末日（年更新）

☆共済内容⇒万一の不幸（死亡・重度障害）、事故や病気での入院・通院、手術等に対応

☆保障金額（組合員本人）

⇒死亡・重度障害：600万円～5,000万円（不慮の事故等の場合1,200万円～8,000万円）

⇒事故・病気による入院：日額3,000円（成人病による入院の場合＋3,000円）

⇒事故・病気による通院：日額1,500円

⇒手術：3万～12万円

☆共済掛金（組合員本人／年齢・保障内容により異なります）⇒2,900円～18,820円（60歳以下）
※上記に、「医療保障」を上乗せできます。

自動車共済のご案内

加入時期：随時

①年齢による掛金の差がありません

	補償

型名
	対人対

物賠償
	人　身

傷　害
	無共済傷害
	掛金
（年払）

	Ａ
	普通・小型
	無制限
	5,000万
	2億
	51,600

	
	軽四輪
	無制限
	5,000万
	2億
	36,000


②運転者の範囲の限定がありません

③走行距離による掛金の差がありません

④使用目的による掛金の差がありません

⑤無事故を続けることで掛金が優遇されます（四輪車の場合）

⑥事故の場合、査定専門員、顧問弁護士が協力して対応します

⑦充実した「ロードアシスタンスサービス」（レッカー、落輪引上げ、緊急修理、帰宅・宿泊費用）を利用いただけます。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































